
新規・重点事業の概要
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③ゼロカーボンシティの実
現に向けた脱炭素化事業

令和６年度毛呂山町一般会計当初予算（案）



■整備の目的
・毛呂山町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）～2050ゼロカーボン実現を目指した2030年度までのアク
ションプラン～ に位置付けられる「公共施設における省エネルギー対策」の推進。

■予想される事業の効果
・ CO2削減効果＝10台：約6,957kg-CO2の削減効果が見込まれ、老朽化した出先機関の公用車を順次更新する。
（2028年度（5か年）までに１０台を目標に更新。電気自動車購入後、現在運用している貸出予約車両（ガソリ
ン車）は出先機関に移管し、老朽化した出先機関の車両と入替え。出先機関の車両は入替え時に廃車する）

■その他
・電気自動車購入にあたり、庁舎敷地内に充電設備を整備。

令和６年度 管財課 管財係

事業名
公用電気自動車整備事業 ※脱炭素化推進事業債（事業費の1/2に対して充当率：90％

交付税措置率：30％）

新規事業概要書

７，９５１千円（うち一般財源４，４５１千円）事業費事業概要

※電気自動車イメージ図

■令和６年度 事業費内訳 単価 数量 金額

①車両本体・付属品 3,084.5千円 2台 6,169千円

②自賠責・諸経費等 66千円 2台 132千円

③充電設備工事 ʷ 一式 1,650千円

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 22



令和６年度

事業名

１，９４２千円（リース料総額：２３，２９９千円）事業概要

新規事業概要書

事業費

階層 器具数量
（箇所）

1階 245

2階 175

計 420

保健センター屋内ＬＥＤ照明借上事業（債務負担行為）

保健センター 予防係

種別 効果

電気代省エネ率
（削減率）

62%削減

CO2排出削減量
（年間）

30,957kg

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 23



令和６年度 生活環境課

事業名 家庭用再生可能エネルギー設備等設置補助事業

１，１００千円（うち一般財源１，１００千円）事業概要

新規事業概要書 環境係

事業費

事業目的

山並み連携ゼロカーボンシティ宣
言
毛呂山町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定予定

令和4年12月

令和2年10月

令和6年3月

2050年カーボンニュートラル宣言（国）

削減目標を達成するために、再生可能エネルギーの利用拡大及び徹底
した省エネルギー化の推進について補助金の創設により促進を図る。

中期目標：2030年までに2013年度比で46%以上削減

項目 補助金単価 想定件数 必要予算

太陽光発電システム 5万円/件 10件 500千円
定置用リチウムイオン蓄電池 5万円/件 10件 500千円

補助金概要

項目 補助金単価 想定件数 必要予算

HEMS 2万円/件 5件 100千円

再生可能エネルギーの利用拡大

徹底した省エネルギー化の推進

・年間発電量：約50,000kWh
※5kwのパネルを10件導入した場合

・二酸化炭素削減量：約22,550kg-CO2

※東京電力の場合（CO2排出係数：0.451）
・町民の省エネ意識の向上
・災害レジリエンスの強化
・エネルギーの地産地消による経済波及効果

事業効果
※省エネ効果約13％（住環境計画研究所）

令和3年10月 地球温暖化対策計画閣議決定
中期目標：2030年までに2013年度比で46%以上削減

補助対象設備

太陽光発電システム 定置用リチウムイオン蓄電池 HEMS

家庭で使うエネルギー
を節約するための監視
システム

電気設備の
最適制御

＋
発電量や使用量の

見える化

省エネルギー化が期待できる

・１kW以上のもの
・住宅の屋根等に
設置
・自家消費目的で
あること

・１kW以上のもの
・敷地内に定置されてい
るもの
・太陽光発電システムと
併用し
ていること

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 24



新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 25

④その他の事業

令和６年度毛呂山町一般会計当初予算（案）



令和６年度 総務課

事業名 合併７０周年記念事業

５，０００千円（うち一般財源５，０００千円）事業概要

新規事業概要書 自治振興係

事業費

合併70周年という節目の事業として、行政と町民が協働で実施することにより、未来に向かって
活気にあふれる町となるための事業を展開

①記念式典の開催（事業費：1,300,000円）
②70周年記念花火大会の開催（事業費：2,500,000円）
③住民提案型「70周年記念イベント」募集事業

（事業費：900,000円 ※300,000円×3件分）
④その他の事務経費（300,000円）

※その他、既存事業においては、可能な限り「70周年記念事業」という冠を付して実施

事業計画（案）※事業費は概算

事業期間（案）

令和６年４月１日～令和７年３月３１日（令和６年度）

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 26



令和６年度 企画財政課

事業名 毛呂山町コミュニティバス運行事業

重点事業概要書 企画係

事業概要
令和５年度に策定した「毛呂山町地域公共交通計画」に基づき、

もろバスの運行見直しを実施する。(見直し時期：令和６年10月)

【主な改正点】
■運行台数を３台→５台に増車
■定時定路線型の運行は維持するが、これまでの循環型から
往復型を中心とした運行に変更
→これに伴い、事業名称を「毛呂山町町内循環バス運行事
業」から「毛呂山町コミュニティバス運行事業」に変更

■停留所数は現在の58箇所→71箇所に増加
項目 現行 見直し後

停留所発車回数 397回 800回（52.6％増）

停留所数 58箇所 71箇所（22％増）

サービス圏内人口（総人口比） 27,484人（77.7％） 30,728人（86.9％）

令和６年度バス関連事業 歳出予算
①バスマップ印刷
事業費 ：924,000円
■30,000部
■Ａ４、カラー印刷
②バス停留所購入
事業費：2,393,000円
■30基購入
■停留所数増設分20基、予備分10基
③運行経費補償金
事業費：35,453,000円
■令和６年９月まで
運行経費補償金：11,889,384円

■令和６年10月から
運行経費補償金：23,562,900円
※特定財源について
・特別交付税措置：22,737,000円（概算額）
・地域公共交通確保維持改善業費補助金：

2,299,000円（概算額）
【実質的な一般財源負担分は10,417,000円】

└ 運行経費補償金(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)分の一般財源負担分

事業費 ３８，７７０千円

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 27



令和６年度 生活環境課

事業名 防犯カメラ整備事業（埼玉県防犯環境整備推進補助金対象）（補助率1/3以内）

４，４２７千円（うち一般財源２，６４４千円）事業概要

重点事業概要書 交通防犯係

事業費

■目的
主要道路や交差点、通学路に設置し犯罪抑止する

■経緯
令和３年度に「毛呂山町公共の場所における防犯カメラ設置庁
内検討委員会」を立ち上げ関係各課職員により検討を行い、令
和３年度から６年度の４年間の計画で設置場所を決定。■効果

犯罪抑止効果や交通事故の発生時の警察捜査の早期解決
につながり、住民の安全安心なまちづくりにつながる。

■設置台数
令和３年度 ２基
令和４年度 ６基
令和５年度 ６基
令和６年度 ６基

合計２０基

■設置場所
４小学校区（通学路）各４基
通学路以外 ４基

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 28



令和６年度

事業名

７９，５８７千円（うち一般財源0円）事業概要

重点事業概要書

事業費

福祉会館昇降機設置事業 ※緊急防災・減災事業債（充当率：100％、交付税措置率：70％）

福祉会館

写真1：エレベーター設置予定箇所

写真2：多機能トイレ内部

便器交換
・簡易オストメイト・温水
洗浄便座

写真3：事務所棟スロープ 写真4：２階エレベーターホール

スロープ改修
・勾配修正、手すり、
点字ブロック

エレベーター新設により、２
階会議室への車椅子導線が確
保される。

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 29



令和６年度 生活環境課

事業名

１，５００千円（うち一般財源１，５００千円）事業概要

新規事業概要書 環境係

事業費

0

50

100

平成29 平成30 令和元 令和2 令和3

空き家に関する苦情件数

その他

建物の

破損

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 30



令和６年度

事業名

３，５０７千円 （うち一般財源３，５０７千円）事業概要

重点事業概要書

事業費

農業経営継続支援事業

産業振興課 農林係

農業収入 補助額 件数 交付額

15万円以上50万円未満 1万5千円 24 360,000

50万円以上100万円未満 3万円 11 330,000

100万円以上300万円未満 5万円 31 1,550,000

300万円以上500万円未満 8万円 7 560,000

500万円以上 10万円 7 700,000

合計 80件 3,500,000

交付額 R5申請件数 R5交付額

4件 60,000円

7件 210,000円

19件 950,000円

5件 400,000円

7件 700,000円

合計 42件 2,320,000円

参考

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 31



令和６年度 まちづくり整備課

事業名

３，６８５千円（うち一般財源３，６８５千円）事業概要

新規事業概要書 道路工務係

事業費

旭台地区雨水対策概略設計業務委託（旭台地内）

○現場写真

① ③ ④②

○案内図

①

②

③ ④

道路冠水箇所

概要：旭台地区（東武越生線南側）の慢性的な道路冠水を解消する。
現状：大雨や台風時、東武越生線より南側の旭台地区については､慢性的な冠水エリア

として、道路利用者や地域住民に多大な被害をもたらしている。
令和５年度に当該エリアの冠水メカニズムや既存排水構造物の調査委託を実施
したその成果を概略設計の基礎データとする。

効果：複数の解消工法を検討し、最も最適な工法を選定する。併せて概算工事費の算出
を行い、詳細設計の基礎データにする。

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 32



令和６年度 まちづくり整備課

事業名

２，０４７千円（うち一般財源２，０４７千円）事業概要

新規事業概要書 道路工務係

事業費

第四団地内雨水排水対策現況調査委託（中央３丁目地内）

○現場写真

① ③ ④②

○案内図

① ②

③
④

道路冠水箇所

概要：第四団地内における慢性的な道路冠水を解消したく、現状の排水構造物の状況や
冠水原因の解明について調査を実施する。

現状：大雨や台風時、第四団地については､慢性的な冠水エリアとして､道路利用者や地
域住民に多大な被害をもたらしている。
また、過去数年に渡り、排水構造物の部分的な改修や排水流末である河川(大谷
木川）吐出し弁の交換等を実施したが、根本的な解消に至っていない。
※当該エリアの大谷木川については、河川改修済み。

効果：現地調査を実施し、冠水原因を解明し、今後の設計業務の基礎データにする。

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 33



令和６年度 まちづくり整備課

事業名

４６，０２９千円（うち国庫補助金２２，７８４千円、一般財源６，５４５千円）事業概要

新規事業概要書 道路工務係

事業費

新川橋橋梁⾧寿命化修繕工事 (阿諏訪地内) ※公共事業等債（充当率：90％
交付税措置率：財源対策分の40/90の1/2）

○現場写真○案内図

概要：橋長L=11.0m 幅員 5.7m S46年竣工
現状：橋梁点検の結果、Ⅲ判定（道路橋の機能に支障が生じている可能性が

あり、早期に措置を講ずべき状態)の診断を受けている。
効果：「毛呂山町橋梁⾧寿命化修繕計画」に基づき、Ｈ鋼桁や床版、防水、

舗装等の補修工事を実施し、橋梁の⾧寿命化、利用者の安全を図る。

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 34



令和6年度 まちづくり整備課

事業名 川角駅南側駅前広場等詳細設計業務委託 ※公共事業等債（充当率：90％
交付税措置率：財源対策分の40/90の1/2）

４４，４９５千円（うち一般財源６，５９５千円）事業概要

新規事業概要書 川角駅周辺地区整備係

事業費

【概 要】
川角駅周辺地区整備事業として、令和５年度に実施した駅前

広場・アクセス道路等の最適案をもとに、道路構造や仕様、工
事費等を算出する詳細設計業務。
【計上理由】
川角駅南側に改札口が新設され、駅南側の道路整備は喫緊の

課題となっている。今後の用地買収、工事を１日も早く進める
ためにも、その業務資料となる本業務を令和６年度当初予算に
計上するものである。
【業務内容】
・駅前広場、アクセス道路、排水路の詳細設計（構造、仕

様）
・用地買収面積の算出
・物件補償（建物・工作物・立竹木等）の調査
・上記に伴う事業費の算出（工事費、用地買収費、補償料）
【事業効果】
川角駅周辺の諸課題が改善され、安全・安心な駅前空間が整

備されることにより、地域の活性化に繋がる。
【想定される維持費用】
特になし（道路整備後は、一般的な道路維持管理が想定され

る）

※社会資本整備交付金事業 11,500,000円（予定）

排水路整備
約1２0ｍ

駅前広場整備
約1,700㎡

アクセス道路整備
約230ｍ

現道歩道整備
約80ｍ

アクセス道路標準横断図（第３種第４級）

【事業概要図】

（単位ｍｍ）

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 35



川角中学校区 ：施設一体型小中一貫校
毛呂山中学校区：施設隣接型小中一貫校

総務部会 ＰＴＡ部会 学校運営部会 通学路部会

・学校名等の検討

・増築校舎、改修校舎
等の調整・検討

・閉校や統合に向けた
セレモニーなどの実施

・各中学校区ごとに、
ＰＴＡ統合準備会議
を行い、小学校のＰ
ＴＡ統合に向けた調
整

・組織・規約等の検
討

・教育目標、学校行事、
学級編成などの検討

・カリキュラムなどの
検討

・通学路の安全点検、
移管備品、廃棄備品把
握、体育着等の検討

・スクールバスの準
備

・通学路・通学方法
の検討

・通学路マップの更
新・危険箇所への対
応

令和１１年度開校

小中一貫校準備委員会

令和６年度毛呂山町一般会計当初予算案の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 36



令和６年度 教育総務課

事業名 小学校体育館空調設備等設置工事 ※緊急防災・減災事業債（充当率：100％、交付税措置率：70％）

２７４，１５４千円（うち一般財源０千円）事業概要

新規事業概要書 管理係

事業費

＜毛呂山小学校体育館＞

・近年の異常気象による猛暑への対応と
して小学校体育館のエアコン整備と、併
せて小学校３校の体育館トイレ改修を実
施し、学習環境と避難所環境を改善する。

◆積算内訳
毛呂山小学校 52,417千円
川角小学校 74,962千円

（うちトイレ改修工事 20,065千円）
光山小学校 74,720千円

（うちトイレ改修工事 19,732千円）
泉野小学校 72,055千円

（うちトイレ改修工事 20,150千円）
※空調機の熱源は電気（EHP）を採用

＜川角小学校体育館＞

＜参考：トイレ改修工事例＞＜参考：体育館空調機設置工事例＞

＜光山小学校体育館＞

＜泉野小学校体育館＞

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 37

県内の小学校体育館の空調設備設置率は約16％（令和５年度末見込）



令和６年度 教育総務課

事業名 中学校体育館空調設備設置工事 ※緊急防災・減災事業債（充当率：100％、交付税措置率：70％）

１２３，９５７千円（うち一般財源０千円）事業概要

新規事業概要書 管理係

事業費

＜毛呂山中学校体育館＞

近年の異常気象による猛暑へ
の対応として中学校体育館に
エアコンを整備する

◆学習環境改善
熱中症対策が図れ、授業・学校行

事・部活動等にさらに集中できるよ
うになる
◆避難所環境改善
学校体育館は災害時の避難所に指

定されている。避難者の住民が安心
して過ごせる環境になる

＜川角中学校体育館＞

＜参考：体育館空調機設置工事＞

◆積算内訳

毛呂山中学校
57,865千円

川角中学校
66,092千円

※空調機の熱源はガス
（GHP）を採用

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 38

県内の中学校体育館の空調設備設置率は約24％（令和５年度末見込）



令和６年度 学校教育課

事業名 小中学生英語検定受験料補助事業

１，２６０千円（うち一般財源１，２６０千円）事業概要

新規事業概要書 学務係

事業費

グローバル化を見据えた人材を育成するための
教育施策の一つとして英語力の向上を図るため、
小中学生の英語検定受験料を補助する。

■負担金補助及び交付金 １，２６０千円

受験実績により算出
５級： 80人×4,100円＝328,000円
４級： 70人×4,700円＝329,000円
３級： 60人×6,900円＝414,000円
準２級：20人×8,500円＝170,000円
２級： 2人×9,100円＝ 18,200円

事業費の内訳

・生徒の学力の水準や学習に対する意識・意欲の向上
を図るとともに、保護者の教育に係る経済的負担の軽
減を図る。
・学年相当級を越える受験者も含めて、自主学習の成
果を試す機会として活用できる。

教育的効果等

事業概要

対 象：毛呂山町在住の小中学生
小学生（５，６年生）英検５級以上の級が補助対象
中学生英検４級以上の級が補助対象

内 容：公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語検
定

受験料の補助を実施
金 額：受験料（実費額）※手数料等を除く
支給方法：学校から案内通知を全生徒に配布。受験後に領収書を

添付して申請
そ の 他：合否は問わず、一人あたり年度内１回に限り補助

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 39

補助上限金額
１級 １２，５００円 準１級 １０，５００円
２級 ９，１００円 準２級 ８，５００円
３級 ６，９００円 ４級 ４，７００円
５級 ４，１００円

受験料の全額
を補助！



令和６年度 学校教育課

事業名 国内交流事業

１，８８６千円（うち一般財源１，８８６千円）事業概要

新規事業概要書 指導係

事業費

１日目

毛呂山町役場発（６：００）ʷ羽田空港発（９：５０）
ʷ宮崎空港着（１１：５０）ー昼食ー宮崎県観光
（西都原古墳群など）ー木城町着（１７：００）

２日目

木城えほんの郷（１０：００）
ʷ新しき村見学（１０：３０）
ʷ木城町交流事業（１４：００）・木城町交流事業

３日目

木城町交流事業（８：３０）ʷ木城町発（１０：００）
ʷ宮崎空港発（１３：２５）
ー羽田空港着（１４：５５）
ー毛呂山町役場着（１７：００）・木城町交流事業

本町の小学６年生児童（代表８名）を友情都市である宮崎県木城町に派遣し、地域理解と両地域の
交流を深めることを目的に実施する。

■委託料、消耗品等 １，８８６千円（１人あたり１８８，６００円）
旅行会社への委託により交通手段の確保（航空券、貸切バス）
宿泊先、食事の手配、国内旅行保険、その他各種入場料等

事業費の内訳

行程（案）事業概要
派遣期間：令和６年７月２８日～３０日（２泊３日）
派 遣 者：町立小学校６年生各校２名 随行２名(教員、指導主事)合計１０名
内 容：宮崎県木城町訪問（交流会・見学等）
選抜方法：希望者から作文提出、学校で１次選抜し、町で最終決定する。
そ の 他：交流事業をタブレットにより、クラス児童にオンライン配信

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 40



令和６年度 教育センター

事業名 中学生海外留学事業（債務負担行為）※令和７年度実施事業

２，０３５千円（うち一般財源２，０３５千円）事業概要

新規事業概要書

事業費

夢をもち世界へはばたく毛呂山の子ども

中学生が海外留学によって、異文化交流や親善を深め、
国際理解の促進及び英語の語学向上を図ります。

■委託料 ８,２３１千円
（令和6年度 2,035千円、令和7年度 6,196千円）

○一人あたりの金額 生徒664,536円、引率792,736円
(添乗員等の諸経費含）

○航空運賃等、研修費用（現地学校との交歓・交流プログラ
ム）、ホストファミリー謝礼等、海外旅行保険料、宿泊費、食
事、施設等の入場料など

教育的効果

留学期間：令和7年7月28日（月）～8月4日（月）予定（8日間）
対 象 者：町内中学校在籍で留学実施時に第2学年の生徒 10名

引率者（教職員）2名 合計 12名

【主な事業概要】
現地の学校、ホームステイ先等の確保
中学校へ海外留学の募集チラシ配布等

【選考方法（予定）】
１０月 第１次選考（書類審査・作文・校⾧推薦）

第２次選考（面接）
１１月 海外留学派遣生徒の決定 第１回事前学習会

留学先 オーストラリア連邦クイーンズランド州ブリスベン

○中学生が訪問先の学校やホームステイ先等において、生徒同士
の相互交流や意見交換を深めることで、国際理解・国際感覚を
培いコミュニケーション能力を養う。また毛呂山の魅力をＰＲ
し広めることで、生徒自身も郷土愛が深められる。

○現地と学校をオンラインで結び（Live配信）、授業風景等の現
地の様子を伝え共有化を図る。帰国後は、留学で得た知識
や体験、感想等の発表の機会を広く設ける。

○留学によって身に付けた英語力や多様な価値観等を学校生活や
地域社会に生かし、国際理解を推進する。

事業費の内訳

新規・重点事業の概要

毛呂山町令和６年度一般会計当初予算記者発表 41



令和６年度毛呂山町一般会計当初予算案の概要
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